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放牧利用草地におけるケンタッキーブルーグラス

優占化の 1考察

一ケンタッキーブルーグラスの乾物分配様式に及ぼす刈取頻度の影響-
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一般に北海道の草地においては放牧利用によ

って経年的にケンタッキーブ、ルーグラスが優占

するととが知られている1.3)。乙の原因を、ケ

ンタッキーブノレーグラスとオーチヤードグラス

における物質生産の観点から考察すると、 2草

種聞に群落構造上の差異があり、乙れが放牧条

件下における競争力の差となってあらわれるた

めと考えられるの。

しかしながら、物質生産の観点からでは放牧

草地においてみられるケンタッキーブ、ルーグラ

スの茎数密度の増加や地下茎による面的な拡大

のような形態的な現象に対してアプローチする

乙とは困難である。乙のような現象に対しては

同化産物の分配という観点から解析を行う必要

がある。特に、放牧家畜による頻繁な採食がケ

ンタッキーブ、ルーグラスの茎葉、地下茎、根l乙

対する同化産物の分配様式をどのように変化さ

せるかを明らかにするととが重要である。本報

では、その基礎的知見を得るために、ケンタッ

キーブ、ノレーグラスの乾物分配様式に及ぼす刈取

頻度の影響を検討した。

材料および方法

北海道農業試験場内の放牧草地から、 1988年

5月2日にケンタッキーブノレーグラス(コモン)

の小群落を100mlの採土用円筒を用いて採取し、

1/5000aのポットに移植した。施肥量(g/ポット)

は、 N:P2 05 :K20= 2.6:4.0:3.2とし、移植時

に全層施用した。処理は①3回刈区と②8回刈

区を設け、表 1~乙示すスケジュールで、刈取りを

行った。

表1. 各処理区の刈取りスケジュール

処理 刈取月日(月/日)

3闘;lJj区 6/15 8/ 1 9/16 

8回刈区 5/30 6/15 6/30 7115 8/.1 8/16 9/ 1 9/16 

刈取高は地際より 3cmとし、反復数は5とした。

調査は、各刈取時に草丈及び刈取重量を、また

5月2日(移植時)、 6月15日、 8月1日、 9

月16日には部位別乾物重(茎葉、地下茎、根、

枯死部)、茎数、地下茎長を測定した。なお、

試験期間中、ポットは屋外に配置し、適宜給水

を行った。
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結果

1)刈取時の草丈(表2) 

各刈取時の草丈は、 3回刈区で15.5'" 20. 7 cm、

8回刈区で6.7'"16.8 cmで、推移した。

表2. 刈取時の草丈

処理
刈取月日(月/日)

5/30 6/15 6/30 7/15 8/ 1 8/16 9/ 1 9/16 

草丈 (cm)

3回刈区 一 15.5 20.7 18.0 

8回刈区 8.1 12.8 J4.0 16.8 10.6 8.7 8.1 6.7 

2)部位別積算乾物重(図 1) 

各部位とも積算乾物重は 3回刈区が8回刈区

より大きかった。最終的な全積算乾物重は、 3

回刈区が48.3g/ポット、 8回刈区が25.7gj，T-'ット

であった。
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図1. 各区における部闘リ積算乾物重の推移
(0:茎葉， ・:地下茎， 口:根，ム;枯死部〉

3)部位別乾物分配率(表 3)

乾物分配率は、ある期間の全乾物増加量に対

する特定の部位の乾物増加量の比率(%)として

定義される。春 (5月2日"'6月15日)におい

ては、各部位への乾物分配率とも処理聞にほと

んど差がみられなかった。夏 (6月15日"'8月

1日)においては、栄養繁殖に関連する茎葉及

表3. 部位別乾物分配率の変化

期間(月/日)
51 2 ~ 6/15 -~ 8/ 1 ~ 9i16 

部位 処理
3回ガIJ 8回JJJ 3回先Ij 8回刈 3回以1!J 8問JJj

乾物分配率(%)

茎葉 72 72 51 71 53 52 
地下茎 6 3 17 8 21 57 
根 22 22 21 14 15 -9 

枯爽溜 o 3 11 7 11 0 

註)乾物畑弾(%)= (部位別の乾物増加量/全乾物制止量)x 100 

び、地下茎への乾物分配率を合計すると、 3回刈

区 (68%)よりも 8回刈区 (795ぢ〉が大きかっ

た。秋(8月1日から 9月16日)においても茎

葉及び地下茎への乾物分自己率の合計は3回刈区

(74必)よりも 8回刈区(109%)が大きかった。

夏、秋とも根ならびに枯死部への乾物分配率は

8回刈区が小さかった。秋における 8回刈区で

は根への乾物分配率が-9%となり、根から茎

葉または地下茎へ同化産物が再移動した乙とが

示唆された。

4)地下茎長/地下茎重比(表 4)

表4. 地下茎長/地下茎重比の変化

調査月日(月/日)
5/ 2 6/]5 8/ 1 9/16 

地下茎長/地下茎重比 (cm!g)

3回刈区 281 459 a1> 218 a 195 a 

8回刈区 28l 442 a 307 b 269 b 

処理

住1)同文字聞に5%水準(lsd法)で有意差無し.

地下茎長/地下茎重比は地下茎の乾物重 1g 

が何cmの地下茎を形成しているかを示す指標と

なる。 6月15日では処理聞に有意差が認められ

なかったが、 8月1日及び9月16日では8回刈

区が有意に大きく、 3回刈区の約1.4倍の値を

示した。

5)茎数/積算茎葉重比(表5) 

茎数/積算茎葉重比は積算茎葉重19が何本の
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表5. 茎数/積算茎葉重比の変化

処理
調査庁日(月/日)
51 2 6/15 8/ 1 9/16 

3回メ11区
8回刈区

茎数/積算茎葉重比(本/g)

95 35a1> 17a 17a 

95 47 b 23 b 22 b 

住1)同文字問に5%水準(1sd法)で有意差無し.

形態形成が変化した ζ とを示唆している。同様

に、茎数/積算茎葉重比が大きくなった乙とは

茎葉に分配された同化産物によって、より多数

で・小さい茎葉が作られる方向に形態形成が変

化したことを示唆している。ケンタッキーブル

ーグラスは同化産物の分配において乙のような

可塑性“plasticity"を有しており、乙の ζとが

茎数に相当するかを示す指標となる。 6月15日 放牧草地における茎数密度の増加や地下茎によ

以後いずれの調査においても 8回刈区が有意に る面的な拡大を促進しているものと考えられる。

大きく、 3回刈区の約1.3----1.4倍の値を示し
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